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．?????????．?．．??? ???????? 、．?? 、．??．?? 」
14 ウイrVソン山脚文豪の詩
　　明日の試験に露はれて，線てを無敷に
しないミ誰か言ひ得る．
　　時間ミ忍耐ミ財寳ミを一撃に賭けて，
　　　　　　　か　　　てこれ程の大きな賭け者が何所にある？
　　其の償格一再び得られないもの
黄金に代へても，生命にかへても！！
、毒
麟
?
?，???
世界一の高歯「置五十PR」望四鏡
ウイpレソン山天丈皇の詩 15
　　彼れ等の全き若さは，此の一つの
事業の燃料に費えナこ．
　　理學者の生涯に一度，
馬鹿者共は其れを冷j血ミ罵るεも，
　　このドラマが來るのだ．若し失敗すれば，
失敗は永遠である．少なくεも，彼れは
　　　　　　　　タイム　　新にやり直す時は無い．勿論，渠，他の人が
幾年も経て後，彼れの足跡を利用し，
　　瞼しい絶壁を肇ぢて，峯の頂きに到着するだらう，
けれ♂，それを彼れは見得ない．それで，自分には
　　此の手紙の簡軍な言葉も，
人の生命の熟情を語る如く見えて，
この，喜悦ε失望の分け目の機會に参加した．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづく）
三一
　此の詩ば現代の詩人アルブソド・ノイエスがヰ，レ
　ソン山天文墓の「百吋」大反射鏡の始めて試蓮：韓
　される日にへbレ奎長から招待されて登山し7こ時
　のこ書か唱ってみるものであろ，
